
 

 

 

 平成２２年国民健康・栄養調査（全国）における「医療機関や健診で『糖尿病』と言われたことがある者」

の割合は、年齢が高くなるにしたがって増加しており、各年代で男性が女性よりも高くなっています。 

 また、糖尿病と言われたことのある者のうち、過去から現在にかけて継続的に治療を受けている者の割

合は、男性 59.4％、女性 62.7％で、３０歳代、４０歳代の若い世代において、約半数が現在未治療の状態

にあります。 


